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日
本
語
の
表
記
法
は
表
意
文
字
と
表
音
文
字
と
を
混
用
せ
る
も
の
に
し
て
、
余
久
し
く
之
世
界
に
類
を
見

ざ
る
獨
特
の
も
の
な
り
と
思
ひ
し
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
表
記
に
お
い
て
も
同
じ
く
兩
種
の
文

字
を
混
用
せ
り
と
聞
く
。
思
ふ
に
こ
の
表
記
法
は
大
な
る
初
期
投
資
を
要
す
る
も
一
旦
習
熟
せ
ば
極
め
て

效
率
的
な
る
も
の
な
り
。
名
詞
及
び
動
詞
、
形
容
詞
の
語
幹
は
多
く
漢
字
を
も
つ
て
表
す
れ
ば
全
體
を
一
瞥

し
て
容
易
に
文
章
の
大
意
を
把
握
す
る
を
得
。 

か
か
る
表
記
法
の
發
達
せ
る
は
、
本
來
表
意
文
字
た
る
漢
字
を
文
法
、
音
韻
構
造
を
全
く
異
に
す
る
日
本

語
の
表
記
に
用
ゐ
た
る
に
因
る
。
漢
字
の
導
入
當
初
は
漢
文
即
ち
中
國
語
を
表
す
る
た
め
用
ゐ
ら
れ
た
る

も
。
直
ち
に
日
本
の
固
有
名
詞
を
書
き
表
す
必
要
生
じ
、
こ
こ
に
表
意
文
字
の
表
音
的
使
用
始
ま
る
。
一
旦

表
音
的
使
用
の
可
な
る
を
知
れ
ば
、
そ
れ
を
民
俗
歌
謠
或
は
傳
承
の
記
述
に
應
用
す
る
は
極
め
て
自
然
の

成
り
行
き
な
り
き
。 

か
く
て
日
本
最
古
の
和
歌
集
萬
葉
集
の
編
纂
行
は
る
る
に
至
る
。
そ
の
表
記
法
に
お
い
て
漢
字
の
讀
み
方
は
、

日
本
語
を
以
つ
て
讀
む
訓
讀
み
と
、
中
國
語
の
模
倣
に
よ
り
讀
む
音
讀
み
の
二
途
に
分
か
る
。
「
山
」
を
「
や

ま
」
及
び
「
さ
ん
」
と
な
す
が
如
し
。
阿-

あ
、
以-

い
、
宇-

う
、
江-

え
、
於-

お
の
如
く
漢
字
を
表
音
的
に
用

ゐ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
日
本
語
を
漢
字
も
て
表
す
こ
と
を
得
。
か
や
う
に
日
本
語
の
表
記
に
當
て
ら
る
る
漢
字
に

は
複
數
の
選
擇
あ
り
し
が
、
時
代
の
下
る
に
應
じ
て
次
第
に
整
理
せ
ら
れ
、
遙
か
後
世
の
明
治
に
至
つ
て
一

對
一
の
對
應
成
立
す
。
そ
の
後
漢
字
を
崩
し
た
る
形
よ
り
平
假
名
生
ず
。
漢
字
と
假
名
の
交
じ
り
た
る
文

體
は
主
と
し
て
女
性
の
間
に
使
用
せ
ら
れ
、
男
性
は
漢
文
を
用
ゐ
る
を
原
則
と
せ
り
。
さ
れ
ど
平
安
中
期
朝

野
に
和
歌
の
隆
盛
を
見
る
に
及
び
、
男
性
も
漢
字
假
名
交
じ
り
文
に
手
を
染
む
る
に
至
る
。 

他
方
寺
院
に
て
は
讀
經
の
便
宜
の
た
め
、
漢
字
の
一
部
分
を
取
り
こ
れ
を
用
ゐ
て
發
音
を
示
す
こ
と
修
道
僧

の
間
に
行
は
れ
、
や
が
て
之
定
着
し
て
片
假
名
と
な
る
。
阿
の
偏
を
取
り
て
ア
と
記
す
が
如
し
。
こ
の
片
假
名

と
返
り
點
な
ど
を
利
用
す
る
訓
讀
法
の
開
發
に
よ
り
、
漢
文
を
日
本
語
と
し
て
讀
む
こ
と
可
能
と
な
り
、
膨

大
な
る
漢
籍
我
國
知
識
人
の
嚢
中
に
入
る
。 

漢
文
化
の
影
響
を
受
け
し
周
邊
の
諸
民
族
の
う
ち
何
故
に
日
本
人
の
み
が
か
か
る
表
記
法
を
産
み
出
し
た

る
か
は
不
思
議
な
る
こ
と
な
り
。
實
は
朝
鮮
半
島
に
て
も
漢
字
を
借
り
て
朝
鮮
語
を
表
記
せ
む
と
の
努
力
は

な
さ
れ
た
り
。
三
國
時
代
よ
り
統
一
新
羅
の
時
代
に
か
け
て
吏
讀
と
稱
す
る
表
記
法
下
級
官
吏
に
よ
つ
て

行
は
れ
た
り
。
漢
字
の
表
意
的
使
用
（名
詞
及
び
動
詞
、
形
容
詞
の
語
幹
）と
表
音
的
使
用
（
助
詞
、
助
動
詞

及
び
語
尾
）
の
組
合
せ
と
言
ふ
點
に
關
し
て
は
こ
の
表
記
法
は
萬
葉
集
や
古
事
記
の
表
記
體
系
と
軌
を
一
に

せ
る
も
の
な
り
。
一
例
を
擧
ぐ
る
に
「
吾
衣
」
の
「吾
」は
表
意
的
使
用
に
し
て
「
私
」を
意
味
し
、
「衣
」は
表
音

的
使
用
に
し
て
「イ
」＝
「が
」に
あ
た
り
、
合
は
せ
て
「私
が
」の
意
な
り
。 

ま
た
口
訣
と
て
漢
字
ま
た
は
そ
の
部
首
を
表
音
的
に
用
ゐ
る
こ
と
も
行
は
れ
き
。 

さ
れ
ど
そ
の
後
日
本
に
於
け
る
が
如
き
表
意
體
系
の
發
展
は
な
く
、
漢
字
は
專
ら
漢
文
の
表
記
に
徹
す
る

こ
と
と
な
り
、
朝
鮮
語
の
表
記
は
後
に
世
宗
の
發
明
に
か
か
る
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。
漢
字
と
ハ
ン
グ



ル
は
融
合
せ
ず
。
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
を
組
合
は
せ
た
る
朝
鮮
語
の
表
記
は
遙
か
に
下
つ
て
日
本
統
治
時
代
の
所

産
な
り
。 

何
故
吏
讀
爾
後
の
發
展
を
見
ざ
り
し
か
。
一
つ
に
は
朝
鮮
語
の
發
音
複
雜
に
し
て
漢
字
に
よ
り
て
完
全
に
表

現
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
事
も
あ
ら
む
。
さ
れ
ど
更
に
大
な
る
原
因
と
し
て
漢
文
化
を
信
奉
す
る
彼
の
地
の

知
識
階
級
の
反
撥
を
擧
げ
ざ
る
べ
け
ん
や
。� 


